































































































































































一、見出しの理解のために編者が補った語句は〔  〕で括った。 
一、当時の新聞は、夕刊に関しては、紙面の日付は実際の発刊日の翌日になっていた。例
えば 1月 6日の夕刊は 1月 5日の午後に発刊され、1月 6日の朝刊は 1月 6日の午前中に
発刊されていた。したがって、同じ日付の場合、夕刊（０）、朝刊（１）の順に記載した。
ただし、1943年 10月 11日以降は夕刊の発刊日と紙面の日付が同一になったため、朝刊（１）、
夕刊（０）の順に記載した。 
一、同じ紙面で、同じ国・地域に関して複数の見出しがある場合には、／で区切った。 
一、写真が掲載され、それにキャプションが付されている場合には、「写真キャプション」
の欄に原文のまま記載した。他方、キャプションが付されていない写真や地図などについ
ては、「キャプションなし図版類」の欄に一括し、その内容を簡単に説明する語句を付け加
えた。さらに、早瀬晋三・白石昌也編『朝日新聞大阪本社所蔵「富士倉庫資料」（写真）東
南アジア関係一覧』（研究資料シリーズ No.6）早稲田大学アジア太平洋研究センター、2017
年 3 月にリストアップされているインドシナ写真の場合には、同資料に付した箱、封筒、
写真番号を記した。 
